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2009 年 6 月 16 日 

松竹株式会社 

株式会社ＫＤＤＩ研究所 

 

～業界初！人の心を科学するとりくみ～ 

ベイジアンネット 1による 映画宣伝支援システム の実験運用開始 

 

松竹株式会社と株式会社ＫＤＤＩ研究所は、ターゲットユーザの反応を定量的にシミュ

レーションする映画宣伝支援システムを開発しました。このシステムは、ＫＤＤＩ研究所

と独立行政法人産業技術総合研究所の共同研究の成果である『映画嗜好モデル』を応用し

たものです。 

 

映画宣伝支援システムは、「どのようなタイプのユーザがどのような映画に対してどのよ

うな印象を持つか」という関係性を定式化した『映画嗜好モデル』を用いて、宣伝対象と

する映画の情報から、ターゲットユーザ毎に「どの要素がユーザの鑑賞意欲を増加させる

のか」という“訴求ポイント”を、効果の重要度に基づいて順位付けするシステムです。

映画嗜好モデルは産総研と KDDI 研究所との共同研究成果を応用して、ベイジアンネット

と呼ばれる確率的手法を用いて、約 80,000 人分の映画アンケート調査データから構築しま

した。 

 

従来の宣伝活動でも、アンケート調査を用いて、ポスターデザインやキャッチコピーを

提示し、ユーザ属性毎の評価（鑑賞意欲）を知る試みを行っておりますが、マーケティン

グ担当者の経験に依るところも大きく、客観性が課題でした。本システムは、ユーザ属性

に応じた“訴求ポイント”を確率で表現することが可能になるため、統計データに基づい

たターゲットに適した効果的なプロモーションの提案に繋がります。 

 

2008 年度よりテスト運用に取り組んでおりました、本システムの本格運用実験の第一弾

作品として、2009 年 7 月 29 日に「奇術師フーディーニ 妖しき幻想」2を発売いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

■松竹株式会社 経営情報企画部 広報室 TEL:03-5550-1526 

■株式会社ＫＤＤＩ研究所 営業企画グループ TEL:049-278-7450 
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参考資料  

1. ベイジアンネットについて 

データ間の相互関係をグラフィックで表現したモデル。(1)データ間の複雑な関係を表現

でき、(2)データの不足や偏りに強い、という特長を持っています。 

 

 

①ユーザのプロフィール②ユーザの重視項目③映画情報間の相互関係を表現しています。

効果的な訴求項目を導く際には、その時点で観測できるデータ（訴求対象ユーザのプロフ

ィール=30 代男性、映画情報=ファミリー…）から対象ユーザの対象映画に関する重視項目

を予測します。ベイジアンネットの特長(2)により、ユーザに関する情報が部分的にしか得

られない場合にも予測することが可能です。 

 

2.「奇術師フーディーニ 妖しき幻想」について 

アカデミー賞女優キャサリン・ゼタ＝ジョーンズ主演最新作。

実在した伝説の奇術師フーディーニ（ガイ・ピアース）と、超

能力者を騙る女性（キャサリン・ゼタ＝ジョーンズ）の危険な

関係を描いたラブ・サスペンス。 

 

監督：ジリアン・アームストロング「シャーロット・グレイ」 

出演：キャサリン・ゼタ＝ジョーンズ「シカゴ」「オーシャン

ズ１２」／ガイ・ピアース「Ｌ．Ａ．コンフィデンシャル」／

シアーシャ・ローナン「つぐない」 

ＤＶＤリリース：2009 年 7 月 29 日 

発売・販売元：松竹株式会社 映像商品部 

ベイジアンネットによる映画嗜好モデルの例 
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予測結果＝２０代男女 

 

映画宣伝支援システム活用例 
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予測結果＝３０代男女 

 

 


